
中国本土から帰国・再入国した学生への対応の流れ
（2020.2.21改定）

中国本土（香港、澳門を含む）から帰国

かぜの症状や発熱（37.5度以上）、
強いだるさや息苦しさ

症状がない場合症状がある場合

〇 帰国後2週間は、登校できません。
〇 外出を控え、自宅で経過を観察してください。
（検温、体調を記録）
〇 学事など気になることは電話メールで相談
※体調関連：072-265-7127（学生・学習支援G）

gakusei@hagoromo.ac.jp
※授業関連：072-265-7102（教務支援G）

帰国日から2週間の
間に症状が出た場合

症状が出ずに
帰国の日から

2週間経過した場合

〇 直ちに下記まで連絡し、相談してください
①（日本人）帰国者・接触者相談窓口 ※別紙参照
②（留学生）府内在住外国人向け相談窓口（OFIX）
06-6941-2297（外国人情報コーナー）外国語対応有

〇 直ちに大学まで連絡してください
072-265-7127（学生・学習支援G 内線506又は543）

〇 他の人との接触を避け、上記の指示に従ってください。

経過観察終了。
大学に連絡し、登校し
てよいかの確認をして
ください。


